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収入保険「加入者の声」  P3

に い が た

1 【具材】

1 【具材】

材 料（５合分）

•ニンジン………中1/2本
•ゴボウ…………中1/2本
•ひじき…………1/3袋
•焼きちくわ……1/2本
•干しシイタケ…2枚
•しょうゆ、酒、みりん、砂糖を適量

2 【おこわ】

2 【おこわ】

•もち米……5合
•栗…………300g（剥いたもの）
•酒…………大さじ4
•しょうゆ…大さじ2
•みりん……大さじ4

①ニンジン、ゴボウは千切り、ちくわは薄切りにする。干しシイタケとひじきは水で戻し、ざるに上げて水を切っ
ておく。

②サラダ油を敷いた鍋にゴボウ、シイタケ、ちくわ、ひじきの順に入れて柔らかくなるまで炒める。砂糖、酒、しょ
うゆで煮詰め、やや濃いめに味を整える。

③ニンジンは同様にサラダ油を敷いた鍋で柔らかくなるまで炒め、砂糖、塩で味を整える。ニンジンは他の具と
一緒に炒めてもいいが、別に炒めることで色が鮮やかになる。

①もち米は洗い、前日から水に浸しておく（約８時間）。
②剥き栗は、1.5㎝角ほどに刻む。
③水をよく切ったもち米と栗を混ぜ、蒸し器に入れ40分ほど蒸す。
④蒸しあがったもち米と栗をボウルなどにあけて、具とその煮汁、
　しょうゆ、酒、みりんを混ぜ込む。
⑤さらに15分ほど蒸す。
⑥蒸し上がったらボウルにあけ、ほぐす。うちわで扇ぎながら
　ほぐすとツヤが出る。器に盛って完成。

作り方

お
ア
レ
ン
ジ
い
ろ
い
ろ

い
し
い
一
皿

栗
五
目
お
こ
わ

ノーサイくん

火傷をしないよう
ゴム手袋は厚手の
ものを

伊 

比

　絹 

子
さ
ん

柏
崎
市
西
山
町

　栗
は
冷
凍
し
て
お
い

た
も
の
を
使
い
ま
し

た
。
く
ち
な
し
の
実
と

一
緒
に
茹
で
て
お
く
と

彩
り
が
よ
く
な
り
ま
す

よ
。
ま
た
具
材
の
シ
イ

タ
ケ
を
舞
茸
に
代
え
た

り
、
お
子
さ
ん
の
お
祝

い
の
時
は
、
う
ず
ら
の

卵
を
混
ぜ
込
ん
だ
り
、

お
好
み
で
ア
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
春

は
具
材
に
山
菜
を
入
れ

る
の
も
お
す
す
め
で

す
。　味

の
好
み
は
人
そ
れ

ぞ
れ
。
何
度
も
作
っ
て

み
て
、
自
分
好
み
の
味

付
け
を
究
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

紹
介
者
は

もち米はしゃもじだけで混ぜるとダマになりや
すく、味が均一になりません。厚手のゴム手
袋を使い、具を潰さないように優しく混ぜます。

ポイント
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農
家
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
様
々

な
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
収
入
保
険
の
加
入
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
開
始
か
ら
４
年
目
を
迎
え
た
新
潟
県
の

加
入
者
数
は
２
５
６
１
件
と
、
ス
タ
ー
ト
し
た

時
か
ら
５
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
農
産
物
価

格
の
下
落
な
ど
、
こ
れ
ま
で
予
想
も
し
な
か
っ

た
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
収
入
保
険

で
備
え
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
米
だ
け
で
は
な
く
、

園
芸
作
物
で
あ
る
ス
イ
カ
や
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
な
ど
幅
広
い
品
目
が
補
償
さ

れ
る
た
め
、頼
り
に
な
る
保
険
で
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
ま
で
は
ス

イ
カ
に
被
害
が
出
た
と
き
、
低
金
利

の
融
資
を
受
け
て
収
入
を
維
持
し
て

い
ま
し
た
が
、
無
利
子
で
利
用
が
で

き
る
つ
な
ぎ
融
資
に
魅
力
を
感
じ
、

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
は
長
雨
で
水
稲
の
倒
伏

や
ス
イ
カ
の
病
気
が
発
生
し
、
収
入

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
は

６
月
の
降
雹
に
よ
り
ス
イ
カ
に
被
害

が
あ
り
、
米
に
つ
い
て
は
出
穂
後
の

日
照
不
足
に
よ
り
登
熟
不
良
と
な

り
、
収
量
が
予
想
よ
り
大
幅
に
減
り

ま
し
た
。
見
込
ん
で
い
た
収
入
を
下

回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
収
入
保

険
に
加
入
し
て
い
た
の
で
不
安
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
最
近
は
異
常
気
象
に
よ
り
、
大
き

な
災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
た

め
、
安
心
し
て
農
業
経
営
を
維
持
で

き
る
よ
う
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
が
、
リ
ス
ク
回
避
と
し
て
非
常
に

大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
の
収
入
が
減
少
し
た
加

入
者
へ
お
支
払
い
し
ま
し
た
保
険
金

等
は
、
２
４
６
件
、
３
億
９
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
価
格
の
低
下
も
あ
り
、
加
入
件

数
に
対
す
る
支
払
件
数
の
割
合
は
約

３
割
と
、
前
年
の
１
・
５
倍
に
増
え

ま
し
た
。

　
１
件
当
た
り
の
平
均
支
払
額
は
約

１
２
６
万
円
に
の
ぼ
り
、
ま
た
、
無

利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
の
利
用
者
も
前

年
よ
り
４
割
ほ
ど
増
加
す
る
な
ど
、

農
家
経
営
の
安
定
に
大
い
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
令
和

３
年
の
加
入
者
に
お
け
る
つ
な
ぎ
融

資
の
利
用
件
数
に
つ
い
て
は
、
既
に

30
件
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
収
入
減
少
に
よ
る
収

入
保
険
と
農
業
共
済
制
度
等
と
の
比

較
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
お
示
し
す
る
な
ど
、
わ
か
り

や
す
い
説
明
に
努
め
て
い
ま
す
。
収

入
保
険
の
補
償
内
容
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
支
所
・
セ
ン
タ
ー
へ
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

新潟県における収入保険加入件数の推移

保険金等の支払状況

つ
な
ぎ
融
資
も
魅
力
の
一
つ

収
入
保
険
の
加
入
が
広
が
っ
て
い
ま
す

収入減少を補償する収入保険は農家の強い味方です職員の説明を受ける中沢さん

自
然
災
害
、価
格
低
下
。さ
ま
ざ
ま
な
農
業
収
入
減
少
を
補
償

令和元年

令和元年

加入件数契約年度 支払件数 割　合 保険金等支払金額 つなぎ融資利用件数

519

857 246

（件）
3,000

2,500

1,500

500

0

2,000

1,000

96 18.5％

28.7％

1億4,700万円

3億　900万円

14件

19件

令和２年

令和２年

令和３年 令和４年

南
魚
沼
市
黒
土
新
田

中 

沢

　洋 

之
さ
ん
（
46
歳
）

加入者の 収入保険

水
稲
９ 
、
ス
イ
カ
1.4 
、

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
2.5
a

ha

ha

　
果
樹
共
済
の
「
特
定
危
険
方
式
」

が
廃
止
に
な
る
と
聞
き
、
収
入
保
険

へ
の
加
入
を
決
断
し
ま
し
た
。
収
入

保
険
は
個
人
ご
と
の
経
営
内
容
に

よ
っ
て
補
償
が
得
ら
れ
る
し
、
果
樹

農
業
経
営
を
支
え
る

心
強
い
保
険

収入保険に加入し、安心して農作業に専念できます

新
潟
市
南
区
大
郷

長 

谷 

川

　恒
さ
ん
（
44
歳
）

和
ナ
シ
1 
、
洋
ナ
シ
60
a

ha

声

1,892

857

519

2,561

共
済
は
被
害
を
受
け
た
時
に
損
害
評

価
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
収
入
保

険
は
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
時
に

事
故
状
況
を
通
知
し
、
青
色
申
告
の

実
績
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
の
で
、

わ
か
り
や
す
い
の
も
良
い
で
す
ね
。

　
令
和
3
年
は
春
先
の
降
霜
で
花
芽

が
枯
死
し
て
し
ま
い
、
収
穫
量
が
大

き
く
減
り
、
収
入
が
3
分
の
1
程
度

と
な
り
ま
し
た
が
、
収
入
保
険
の
お

か
げ
で
、
経
営
的
に
大
変
助
か
り
ま

し
た
。

　
近
年
は
、
温
暖
化
な
ど
の
影
響
で

ナ
シ
の
花
芽
の
形
成
が
早
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
霜
の
被
害
が
多
く
発
生

す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
、
ま
す

ま
す
収
入
保
険
の
重
要
性
を
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、

価
格
の
下
落
に
も
対
応
で
き
る
の

で
、
安
心
し
て
ナ
シ
栽
培
に
取
り
組

め
ま
す
。

　
父
の
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
ナ
シ

栽
培
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。
地
域
農
業
が
発
展
し

て
い
く
た
め
に
安
定
生
産
の
一
助
と

し
て
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
お
す
す

め
し
た
い
で
す
。
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ロータリーが圃場の畦畔に接触 ドアガラスが農作業場に接触

リアガラスと作業機が接触

　い
よ
い
よ
春
作
業
が
本
番
を
迎
え
農
機
具
を
使
う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

慣
れ
た
作
業
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意
に
よ
り
農
機
具
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
余
裕
を
も
っ
て
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

圃場へ移動するために、
装着した肥料散布機を上
昇させた際に、リアガラ
スに散布機が接触しガラ
スが割れた。

①トラクターを圃場や農道に
置いたまま離れない。

③作業後は必ず農作業場や
倉庫へ格納し鍵をかける。

田の耕うん作業中、位置合わせの為後進し
た際に、目測を誤り畦畔にロータリーが接
触しカバーが変形した。

トラクターを農作業場から出る際、ドアがきちんと閉
まっていなかったことに気が付かず、移動中にドアが
開き、農作業場の壁に接触しドアガラスが割れた。

春
は
こ
の
よ
う
な
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す

トラクターの盗難に注意しましょう
農
機
具
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

春作業本番

ポイント
作業機を上昇させる際は、必ずリアガラスを閉めて確認
しながらゆっくりと行ってください。
なお、トラクターによっては高さ制御ダイヤルが付いて
いるものもあるので、作業機の上昇規制をかけてください。

ポイント
方向転換の際は後ろをよく確認し、
ゆっくりと行ってください。

ポイント
乗降時にはドアがしっかり閉まっているか
確認をしてください。

昨年の春はトラクターの盗難や、盗まれた際に他の農機具が壊される被害が多く発生しました。
大切な農機具が盗難に遭わないよう、普段から施錠するなど対策をお願いします。
また、農機具共済に加入している物件で事故が発生したら速やかに連絡してください。

【盗難に遭わないための対策】

【
火
災
共
済
】
　

　火
災
・
落
雷
・
鳥
獣
害
・
接
触
・
転
覆
・

盗
難
又
は
盗
難
に
よ
る
き
損
、
第
三
者

行
為
に
よ
る
き
損
な
ど
が
対
象
で
す
。

【
総
合
共
済
】
　

　火
災
共
済
の
事
故
に
加
え
、
風
水
害

や
雪
害
等
に
よ
る
損
害
が
対
象
で
す
。

※
地
震
・
噴
火
・
津
波
を
補
償
す
る
場

合
は
地
震
等
担
保
特
約
を
付
け
て
加
入

し
ま
す
。

万
が
一
の
事
故
や
盗
難
に
備
え

農
機
具
共
済
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す

補
償
対
象
の
事
故

共済種類・機種別の掛金表
【普通物件】
 田植機、乾燥機、自動計量機、色彩選別機など

【普通割増物件】
 トラクター、ロータリー、コンバイン、草刈機など

【特殊物件】
 軽トラック、普通トラック

※地震等担保特約は、加入額1万円当たり12円が加算となります。

注）エンジンキーを付けたままにして盗難にあった場合、
　　共済金の支払いが15％削減されます。

総合共済
火災共済

96
85

7,680
6,800

8,640
7,650

9,600
8,500

14,400
12,750

80万円 90万円 100万円 150万円1万円
当たり

（単位：円）

（単位：円）

総合共済
火災共済

36
25

3,600
2,500

7,200
5,000

10,800
7,500

18,000
12,500

100万円 200万円 300万円 500万円1万円
当たり

総合共済
火災共済

26
15

2,600
1,500

5,200
3,000

7,800
4,500

13,000
7,500

100万円 200万円 300万円 500万円1万円
当たり

（単位：円）

②休憩中などはエ
ンジンキーを抜
き、ドアロック
をかける。

④機械の機体番号を記録し、大切
に保管する。(盗難時の捜査や
発見時の判別がしやすくなる)



　「
有
限
会
社
リ
バ
ー
サ
イ
ド
石
津
」

は
長
岡
市
越
路
地
区
で
水
稲
約
56
　
、

大
豆
約
13
　
を
栽
培
す
る
傍
ら
、
ハ
ウ

ス
16
棟
約
１
４
０
ａ
で
花
き
の
「
ス
ト

レ
リ
チ
ア
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
に
経
営
を
引
き
継
ぎ
代

表
取
締
役
に
就
任
し
た
康
弘
さ
ん
は
、

１
９
９
５
年
に
会
社
を
設
立
し
た
祖
父切り花を箱詰めにして市場に出荷する

コ マ ツ ナ を 収 穫 す る 康 弘 さ ん

長岡市釜ヶ島
有限会社リバーサイド石津
代表取締役

新  保　康  弘さん（40）

明日へむかって

雪国から南国の花を届ける

か
ら
数
え
て
三
代
目
。
設
立
当
初
か
ら

続
く
ス
ト
レ
リ
チ
ア
栽
培
の
歴
史
も
３

０
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　「
ス
ト
レ
リ
チ
ア
の
出
荷
最
盛
期
は

３
月
か
ら
６
月
頃
に
か
け
て
。
水
稲
の

作
業
の
時
期
と
重
な
る
の
で
、
収
穫
や

梱
包
、
出
荷
作
業
は
ほ
と
ん
ど
従
業
員

と
父
に
任
せ
っ
き
り
で
す
ね
」
と
苦
笑

す
る
康
弘
さ
ん
。
体
力
の
い
る
外
仕
事

を
康
弘
さ
ん
が
担
い
、
花
き
栽
培
な
ど

の
内
仕
事
は
先
代
で
父
の
哲
司
さ
ん
が

担
う
分
業
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　「
ス
ト
レ
リ
チ
ア
の
強
み
は
、
な
ん

と
言
っ
て
も
管
理
の
手
間
が
か
か
ら
な

い
こ
と
で
す
ね
」。

　
暑
い
夏
場
は
灌
水
が
必
要
で
す
が
、

花
が
終
わ
っ
た
頃
の
施
肥
以
外
は
ほ
と

ん
ど
手
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
多
年
草
で

植
え
替
え
の
必
要
が
な
く
、
毎
年
株
元

か
ら
花
芽
が
伸
び
て
き
ま
す
。
南
ア
フ

リ
カ
原
産
の
植
物
で
す
が
寒
さ
に
強

く
、
冬
場
も
ハ
ウ
ス
内
の
気
温
が
０
度

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
だ
け

だ
と
い
い
ま
す
。

　「
今
の
株
は
栽
培
開
始
当
初
に
植
え

た
も
の
で
す
。
一
度
植
え
る
と
40
年
は

花
を
つ
け
続
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
す
ね
」
と
康

弘
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
減

り
、
冠
婚
葬
祭
で
活
躍
す
る
ス
ト
レ
リ

チ
ア
の
需
要
は
落
ち
込
み
ま
し
た
。
価

格
も
低
迷
し
、
近
年
は
苦
し
い
年
だ
っ

た
と
話
す
康
弘
さ
ん
は
、
今
後
は
少
し

ず
つ
、
ハ
ウ
ス
で
別
の
作
物
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
い
い
ま

す
。

　「
花
き
は
ス
ト
レ
リ
チ
ア
の
み
で
す

が
、
育
苗
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
冬
季
に

コ
マ
ツ
ナ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
他
に

も
メ
イ
ン
の
水
稲
や
大
豆
の
作
業
と
競

合
し
な
い
作
物
を
模
索
し
た
い
で
す

ね
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
の
果

物
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。
会
社

の
立
ち
上
げ
時
か
ら
修
繕
し
な
が
ら
大

切
に
使
っ
て
き
た
ハ
ウ
ス
で
す
か
ら
、

メ
イ
ン
以
外
の
収
入
源
と
し
て
有
効
に

活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
今
後

の
展
望
を
語
り
ま
す
。

7 6

　
　し
い
作
物
に
も
挑
戦
し
た
い

新

　
　さ
に
強
く
、寿
命
が
長
い
花

寒

　
　楽
鳥
花「
ス
ト
レ
リ
チ
ア
」を
栽
培

極

ha

ha
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水
稲
は
、
８
月
上
旬
の
強
風
や
８
月

中
旬
以
降
の
日
照
不
足
等
に
よ
り
、
減

収
や
品
質
が
低
下
す
る
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
山
間
地
を
中
心
に
イ
ノ
シ

シ
等
に
よ
る
獣
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
大
豆
は
、
７
月
上
旬
や
８
月
中
・
下

旬
の
降
雨
に
よ
り
、
土
壌
湿
潤
害
や
大

豆
が
冠
水
す
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
部
地
域
で
は
サ
ル
に
よ
る

子
実
の
食
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

共済金の支払状況をお知らせします

農
作
物
共
済
（
水
稲
・
麦
）

　
収
穫
共
済
で
は
、
春
先
の
降
霜
に
よ

り
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、
モ
モ
、
カ
キ
の

花
芽
が
枯
死
し
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま

し
た
。

　
樹
体
共
済
で
は
、
昨
年
の
大
雪
に
よ

り
栽
培
棚
が
倒
壊
し
樹
体
が
損
傷
す
る

被
害
が
主
と
な
り
ま
し
た
。

果
樹
共
済

　
死
亡
廃
用
共
済
で
は
、
乳
牛
の
運
動

器
病
や
肉
用
牛
の
消
化
器
病
に
よ
る
死

亡
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
胎
児

や
子
牛
の
新
生
子
異
常
に
よ
る
死
亡
事

故
も
多
発
し
ま
し
た
。

　
疾
病
傷
害
共
済
で
は
乳
牛
の
生
殖
器

病
や
肉
用
牛
の
呼
吸
器
病
に
よ
る
病
傷

事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。

家
畜
共
済

畑
作
物
共
済
（
大
豆
・
そ
ば
）

　令和３年度も県内各地で農業被害が発生しました。NOSAI新潟では、加入者
の被害申告に基づき損害評価を実施し、速やかに共済金をお支払いしました。
　共済種類ごとの被害状況と支払い金額をお知らせします。

約22億5,657万円をお支払いしました

強風により籾が
変色した

大雨により大豆が冠水した圃場

降雹により、
実に被害を受けたナシ

　
４
月
中
旬
の
強
風
に
よ
り
、
園
芸
施

設
本
体
お
よ
び
被
覆
物
に
被
害
が
発
生

し
、
被
害
棟
数
の
８
割
以
上
を
風
害
が

占
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
害
で
は
ト
マ
ト
の
青
枯
病

や
キ
ュ
ウ
リ
の
灰
色
か
び
病
な
ど
の
発

生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

園
芸
施
設
共
済

強風により被覆物が
飛ばされたハウス

　
建
物
共
済
で
は
、
令
和
３
年
１
月
の

強
風
・
大
雪
に
よ
る
被
害
が
多
く
発
生

し
、
自
然
災
害
の
事
故
に
係
る
支
払
い

件
数
は
昨
年
同
期
と
比
べ
８
倍
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
大
雪
の
被
害
は
、
屋
根

の
軒
先
が
折
れ
る
な
ど
の
甚
大
な
被
害

と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
支
払
金
額
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

建
物
共
済

積雪の重みで、軒先の
垂木が折れた格納庫

　
農
機
具
共
済
で
は
、
ネ
ズ
ミ
に
よ
る

被
害
が
例
年
よ
り
多
く
発
生
し
、
配
線

が
か
じ
ら
れ
て
火
災
に
な
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。
機
体
に
残
っ
た
籾
等

は
ネ
ズ
ミ
の
標
的
と
な
る
の
で
、
格
納

前
に
機
体
内
部
を
清
掃
し
、
粘
着
シ
ー

ト
等
で
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

農
機
具
共
済

畦塗機の配線がネズミに
かじられショートした 運動器系の病気を発症した乳牛

支払共済金(円)戸　数区　分被　害

被　害

被　害

区　分

区　分

区　分

区　分

区　分

一 筆 方 式
半相殺方式
全相殺方式

地域インデックス方式
品 質 方 式
計

一 筆 方 式
災害収入方式

計
合　　計

一筆方式

半相殺方式

全相殺方式

計

全相殺方式

接触・衝突

火　    災

鳥  獣  害

そ  の  他

合　　計

3,206

25

328

636

4,195

363,916,067

30,882,640

37,495,260

191,352,358

623,646,325

乳　　牛
肉  用  牛
肉　　豚
計

366
393
1,581
2,340

63,277,575
101,535,891
11,183,476
175,996,942

5,374
3,852

7
9,233
11,573

68,949,794
37,746,099

83,000
106,778,893
282,775,835

死　　廃　　事　　故
頭　　数 支払共済金(円)

件　　数 支払共済金(円)
病　　傷　　事　　故

乳　　牛
肉  用  牛
種　　豚
計

合　　計

681
20
80
0

522
1,303

4
7
11

1,314

11

0

58

69

17

809,512

0

10,153,732

809,512

1,826,254

85,629,044
1,690,460
8,419,260

0
134,004,142
229,742,906

25,059
3,560,112
3,585,171

233,328,077

水

　
　稲

そ
ば

大

　
　
　
　豆

麦

支払共済金(円)

支払共済金(円)

戸　数

台　数

火　　災

落　　雷

自然災害

そ の 他

合　　計

70

665

986

282

2,003

538,310,780

95,551,019

319,012,407

27,964,964

980,839,170

支払共済金(円)件　数

風　　害

雪　　害

病 虫 害

鳥 獣 害

そ の 他

合　　計

469

53

15

4

18

559

半
相
殺
方
式

30,968,052

18,010,773

1,040,021

222,961

829,893

51,071,700

4,640,390
58,260,300
5,965,886
223,910

69,090,486

ブ ド ウ
ナ　　シ
計

合　　計

8
1
9

165

2,910,251
119,740
3,029,991
72,120,477

16
114
18
8

156

ブ ド ウ
ナ　　シ
モ　　モ
カ　　キ
計

支払共済金(円)棟　数

支払共済金(円)
収　 穫　 共 　済

樹　 体　 共　 済

戸　数

令和３年４月１日～令和４年１月31日支払分
※農作物共済・畑作物共済は、2月支払分を含む（ （
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
農
業
災
害
に
対
す
る
損
害
補
て
ん

と
い
う
本
来
の
機
能
の
ほ
か
、
病
害
虫
地
域
予
察
調
査
事

業
、
病
害
虫
防
除
事
業
な
ど
の
幅
広
い
損
害
防
止
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
突
発
的
な
災
害
の
ほ
か

鳥
獣
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
経
営
安
定
を
図
る
た
め

畑
作
物
（
大
豆
・
そ
ば
）
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　共
済
掛
金
の
55
％
は
国
が
負
担
し
ま
す
。

　共
済
掛
金
率
は
過
去
の
被
害
状
況
に
よ

り
設
定
さ
れ
ま
す
。
共
済
金
の
受
け
取
り

が
少
な
い
方
は
、
掛
金
率
が
段
階
的
に
下

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　畑
作
物
共
済
に
加
入
し
て
い
る
期
間
に

発
生
し
た
被
害
は
、
引
き
続
き
収
入
保
険

で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
頂
い
た
掛

金
は
全
額
、
賦
課
金
は
未
経
過
分
を
月
割

り
で
お
返
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は

損
害
の
未
然
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

大
豆
・
そ
ば
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

畑
作
物
共
済

無人ヘリコプターによる薬剤散布

関係機関と協力して病害虫の発生予察調査を実施

技術向上のため産業用無人ヘリコプター飛行競技会に参加

　県下全域で水稲病害虫発生予察調査を実施しました。
また、無人ヘリコプターを中心とした水稲病害虫防除を
実施しました。

病害虫発生予察調査　延べ11,646地点
病害虫防除　７月中旬から８月中旬、53,747ha

【家畜】

【園芸施設】 【畑作物】

【水稲】

農家に飼養管理指導を実施 妊娠鑑定をする獣医師

キュウリの害虫を調査 大豆の病気、害虫を調査する職員

　家畜検診車による飼養管理指導を実施しました。
また、妊娠鑑定を含む繁殖検診を実施しました。

飼養管理指導　延べ43農家、761頭
妊娠鑑定等　　延べ40農家、206頭

【果樹】
　関係団体の協力を得て、ブドウ、ナ
シ、モモ、カキの病害虫発生予察調査
及び生育調査を実施し、果樹栽培農家
へ情報の提供を行いました。

【実績】

【実績】

【実績】 【実績】

【実績】

県内８地区、150地点、調査員703人
延べ1,125地点

　関係団体の協力を得て、大豆の病害虫発生予
察調査を実施し、大豆栽培農家へ情報提供しま
した。また無人ヘリコプターによる大豆病害虫
防除を実施しました。

　関係団体の協力を得て、施設内農作物（トマト、
キュウリ）の病害虫発生予察調査を下越支所管
内、新潟支所管内で実施し、園芸施設農家へ情
報提供しました。

県内４地区、39地点、
延べ418地点、45回

大
　
豆
　
５
月
１
日
か
ら
５
月
31
日

そ
　
ば
　
７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日

【
加
入
申
込
み
は
】

　発
芽
期
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
期
間

　で
す
。

　風
水
害
、土
壌
湿
潤
害
、干
害
、冷
害
、

　火
災
、
病
虫
害
お
よ
び
鳥
獣
害
で
す
。

大
　
豆
　
８
月
15
日

そ
　
ば
　
９
月
20
日

【
掛
金
は
】

【
収
入
保
険
に
移
行
し
た
場
合
は
】

※全相殺方式は、出荷実績等または青色申告・白色申告等により収穫量が把握できることが加入の要件になります。

【大豆】 10a当たり基準収穫量(R03) 174㎏　　　【そば】 10a当たり基準収穫量(R03) 37㎏

加入方式と補償内容

10アールあたりの掛金の目安

全相殺方式
（大豆・そば）

半相殺方式
（大　豆）

地域インデックス方式
（大豆・そば）

農家ごとに、収穫量が基準収穫量の9・8・7割（そばは8・7・6割）を
下回った場合に共済金を支払います。

●大豆共済は、3つの加入方式と補償割合9・8・7割（全相殺方式・地域インデックス方式）、8・7・6割（半相殺方式）の中から選択できます。
●そば共済は、2つの加入方式と補償割合9・8・7割（地域インデックス方式）、8・7・6割（全相殺方式）の中から選択できます。

農家ごとに、収穫量が基準収穫量の8・7・6割を下回った場合に共済金を
支払います。

農家ごとに、収穫量が減少する被害が発生した場合であって、市町村別の
統計単収が基準収穫量の9・8・7割を下回った場合に共済金を支払います。

共済目的
の種類 引受方式 区　分 単位当たり

補償金額(円) 補償金額(円) 農家負担掛金(円)

大　豆

そ　ば

全相殺（9割）

全相殺（8割）

半相殺(8割）

インデックス(９割)
(新潟市)

インデックス(９割)
(新潟市)

交付農業者
以　　外
交付農業者
以　　外
交付農業者
以　　外
交付農業者
以　　外
交付農業者
以　　外

284
128
284
128
284
128
510
218
510
218

44,474
20,044
39,532
17,817
44,474
20,044
15,096
6,452
16,983
7,259

1,087
490
491
221
603
272
630
270
732
313

【
掛
金
納
入
期
限
は
】

【
補
償
対
象
と
な
る
被
害
は
】

【
補
償
期
間
は
】

病害虫発生予察調査
県内３地区、28地点
延べ114地点
病害虫防除
8月中旬から9月中旬、
1,586ha

（本所実施数のみ計上）
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逸
見
さ
ん
夫
妻
は
、
燕
市
国
上
に

あ
る
正
子
さ
ん
の
実
家
を
改
装
し
、

昔
使
用
し
て
い
た
農
具
や
家
財
道
具

を
展
示
す
る
資
料
館「
五
郎
左
衛
門
」

を
無
料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
幕
末
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
母
屋

に
は
常
時
１
５
０
点
以
上
の
品
を
展

示
し
、
定
期
的
に
入
れ
替
え
を
行
い

何
度
訪
れ
て
も
飽
き
な
い
よ
う
に
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
木
製
の
『
稲
そ
り
』
は
、
蒲
原
平

野
が
低
湿
地
で
刈
り
取
っ
た
稲
を
田

ん
ぼ
か
ら
運
び
出
す
際
に
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
朱
塗
り
の
お
膳

や
伊
万
里
焼
の
お
皿
は
、
祝
い
事
に

使
わ
れ
当
時
の
生
活
の
様
子
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
二
人
は
「
先
人
た
ち
の
苦
労
を
知

る
こ
と
で
、
今
の
私
た
ち
が
生
活
で

き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
展
示
物
に
は
解
説
文
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
修
さ
ん
が
案
内
を
し

な
が
ら
説
明
を
し
て
く
れ
る
の
で
予

備
知
識
が
な
く
て
も
楽
し
め
ま
す
。

「みんなのひろば」は各支所での出来
事や、地域の話題、NOSAI部長さん
や組合員さんにスポットをあて、紹介
するコーナーです。

　
資
料
館
は
４
月
〜
12
月
の
間
に
毎

月
10
日
間
ほ
ど
開
館
し
て
お
り
、
開

館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
同
地
区
の
掲
示

板
や
近
く
の
公
民
館
、
道
の
駅
「
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク
久
賀
美
」
な
ど
に
掲

示
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
逸
見
修
さ
ん
の

携
帯（
0
9
0
-6
1
8
1
-7
8
8
0
）

ま
で

新潟
支所

　「『
巻
機
な
ん
ば
ん
味
噌
』
は
、
か

ぐ
ら
な
ん
ば
ん
自
体
を
味
わ
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
全
て
赤
く
完
熟
し
た

も
の
だ
け
を
使
用
し
て
い
ま
す
」
と

こ
だ
わ
り
を
話
す
の
は
、
巻
機
工
房

代
表
の
石
坂
さ
ん
。

　「
元
々
は
地
元
の
農
家
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
作
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

辞
め
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
引
き
継

が
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
い
う
石

坂
さ
ん
。
南
蛮
味
噌
づ
く
り
は
今
年

で
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　「
完
熟
す
る
ま
で
じ
っ
く
り
待
つ
こ

と
か
ら
新
し
い
実
が
つ
か
ず
、
収
穫

量
を
確
保
す
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い

ま
す
。」
と
話
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
こ
だ
わ
る
の
は
理
由
が
あ
り
、
完

熟
す
る
こ
と
で
青
臭
さ
が
消
え
、
か

ぐ
ら
な
ん
ば
ん
本
来
の
辛
味
と
甘
味

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
だ
と

言
い
ま
す
。

　「
一
般
的
に
売
ら
れ
て
い
る
南
蛮
味

噌
に
比
べ
『
巻
機
な
ん
ば
ん
味
噌
』

は
か
ぐ
ら
な
ん
ば
ん
を
多
く
入
れ
て

調
味
料
を
少
な
く
配
合
し
て
い
ま

す
。
か
ぐ
ら
な
ん
ば
ん
自
体
の
味
が

わ
か
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　『
巻
機
な
ん
ば
ん
味
噌
』
は
ネ
ッ

ト
販
売
の
ほ
か
、
市
内
の
道
の
駅
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
お
買
い
求
め
で
き

ま
す
。

　
定
番
の
ビ
ン
と
使
い
や
す
い
チ
ュ
ー

ブ
タ
イ
プ
の
２
種
類
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
1
4
0
ｇ
、6
0
0
円（
税
別
）。

魚沼
支所

佐渡
支所

～支所通信～

　D
in
er’s K

itch
en
 w
oody

（
ダ
イ
ナ
ー
ズ 

キ
ッ
チ
ン 
ウ
ッ
デ
ィ
）

は
、
村
上
牛
を
メ
イ
ン
の
食
材
と
し

て
扱
う
人
気
店
で
す
。
昨
年
の
４
月

に
村
上
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し
、
自
慢

の
腕
を
振
る
っ
て
ま
も
な
く
１
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　「
父
と
兄
が
村
上
牛
の
生
産
農
家

を
し
て
い
て
、
食
材
と
し
て
使
用
す

る
村
上
牛
は
実
家
で
肥
育
さ
れ
た
も

の
を
仕
入
れ
て
い
ま
す
。
村
上
牛
は

さ
っ
ぱ
り
し
た
脂
の
甘
み
が
魅
力
で

す
」
と
話
し
ま
す
。
一
番
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
は
『
村
上
牛
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
丼
』
で
す
が
、『
村
上
牛
ス
テ
ー

お
い
し
い
村
上
牛
が
味
わ
え
る
人
気
店

一
念
発
起
し
て
ド
ロ
ー
ン
導
入

人気№1の村上牛ロ
ーストビーフ丼

ぜひ食べに来てくだ
さい。

館内には農具や生活
用品なども

展示してあり、当時の
様子を

知ることができます。

ドローン導入で労力
の軽減に

つながっています。
下越
支所

か
ぐ
ら
な
ん
ば
ん
本
来
の
辛
味
と

甘
味
を
味
わ
う

　
佐
渡
市
高
下
で
水
稲
約
８
　
を
耕

作
し
て
い
る
石
塚
さ
ん
は
、
昨
年
か

ら
導
入
し
た
ド
ロ
ー
ン
で
水
稲
の
防

除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
下
集
落
で
は
、
以
前
か
ら
農
家

同
士
が
協
力
し
て
水
稲
の
共
同
防
除

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
農
家
の
高

齢
化
に
よ
り
、
労
働
力
の
確
保
が

年
々
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
石
塚
さ
ん
は
、「
今
後
の
水
稲
防

除
を
共
同
防
除
だ
け
で
維
持
し
て
い

く
の
は
難
し
い
と
考
え
、
一
念
発
起

し
て
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
ま
し
た
」

と
力
強
く
話
し
ま
す
。

　
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
よ
り
、
防
除

作
業
の
時
間
短
縮
、
労
力
の
軽
減
に

つ
な
が
り
「
安
く
な
い
買
い
物
で
し

た
が
、
防
除
効
果
も
高
く
非
常
に
手

応
え
を
感
じ
ま
し
た
」
と
満
足
そ
う

に
振
り
返
り
ま
す
。

　「
米
価
の
下
落
や
天
候
不
順
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
で

す
が
、
今
後
も
創
意
工
夫
を
し
て
、

高
品
質
な
佐
渡
米
を
栽
培
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
意
欲
的
に
話
し
ま

す
。

佐
渡
市
高
下

　石 

塚

　義 

和
さ
ん
（
64
歳
）

小 

田

　卓 

磨
さ
ん
（
30
歳
）

昔
の
生
活
を
今
に
伝
え
た
い

燕
市
国
上

　逸
見  

修
さ
ん
（
73
歳
）
　正
子
さ
ん
（
74
歳
）

南
魚
沼
市
長
崎

　巻
機
工
房
（
代
表 

石
坂
敦
子
さ
ん
）

ま
き
は
た

かぐらなんばんがもつ
辛味と

甘味を味わってみませ
んか。

ha

～支所通信～

キ
ラ
ン
チ
』
も
肉
本
来
の
味
を
堪
能

で
き
る
の
で
お
す
す
め
し
た
い
と
話

し
ま
す
。

　「
村
上
牛
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
、
地
元
で
長
く
愛
さ
れ
る
お

店
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔

の
小
田
さ
ん
。
気
軽
に
村
上
牛
を
食

べ
て
も
ら
う
た
め
、
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

も
ギ
リ
ギ
リ
の
値
段
に
設
定
し
て
料

理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
営
業
時
間
は
昼
11
時
〜
15
時
。
夜

の
営
業
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
か
ら
予

約
制
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
あ
り
。

　
問
い
合
わ
せ
０
２
５
４
（
６
２
）

７
６
１
２

人気のローストビーフ丼

（
佐
渡
市
真
野
新
町
在
住
）

村
上
市
田
端
町  

D
i
n
e
r
’s 

K
i
t
c
h
e
n 

w
o
o
d
y
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Ｊ
Ａ
佐
渡
直
営
直
売
所
「
新
鮮
空
間

よ
ら
ん
か
舎
」
に
は
、
佐
渡
で
育
っ
た

色
と
り
ど
り
の
農
産
物
が
、
毎
日
と
こ

ろ
狭
し
と
並
び
ま
す
。
　

　「
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
お
す
す
め
の
商

品
は
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
果
汁
と
や
さ
し

い
酸
味
が
魅
力
の
越
後
姫
（
い
ち
ご
）

で
す
ね
」
と
話
す
店
舗
責
任
者
の
大
貫

主
任
。
さ
ら
に
お
店
の
人
気
商
品
を
聞

い
て
み
る
と
、「
店
舗
売
上
№
１
の
商
品

は
切
り
花
で
す
。
上
品
な
色
彩
と
気
品

が
あ
る
佇
ま
い
が
特
徴
の
ス
ト
ッ
ク
を

ご
自
宅
の
玄
関
先
に
飾
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
」
と
お
す
す
め
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
店
内
に
は
調
理
販
売
室
が
併

設
さ
れ
て
お
り
、
佐
渡
産
米
粉
【
さ
ど

っ
粉
】
を
使
用
し
た
モ
チ
モ
チ
食
感
の

た
い
焼
き
や
、
ア
ツ
ア
ツ
で
き
た
て
の

焼
き
芋
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
島
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

佐
渡
へ
旅
行
に
来
ら
れ
る
方
も
、
一
度

よ
ら
ん
か
舎
へ
よ
ら
ん
か
や
。

佐渡の新鮮野菜が並ぶ

ストックの花を店頭に
並べる大貫主任

締切り
令和4年5月6日㈮ 
当日消印有効

気
ま
ま
に

ド
ラ
イ
ブ

　
表
紙
の
写
真
は
、
上
越
市
柿
崎
区
で
イ

チ
ゴ
栽
培
を
行
っ
て
い
る
渡
辺
農
園
の
園

主
、
渡
辺
健
史
さ
ん
と
奥
さ
ん
の
未
来
さ

ん
で
す
。
渡
辺
さ
ん
は
、
研
修
を
受
け
た

十
日
町
市
の
農
業
法
人
で
イ
チ
ゴ
栽
培
と

出
会
い
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
本
格
的
に
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
イ
チ
ゴ
が
光
合
成
し
や
す
い
状
態
に

な
る
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
」
と
話
す

渡
辺
さ
ん
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し

て
、
園
芸
施
設
内
の
栽
培
環
境
を
細
か
く

管
理
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
試
み
と
し
て
、
市
内
の
洋
菓
子

店
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
ジ
ャ

ム
や
ド
ラ
イ
い
ち
ご
な
ど
の
加
工
品
を
製
造

し
た
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
日
々
で
す
。

表
紙
の
紹
介

JA佐渡直営直売所
「新鮮空間よらんか舎」

や

JA佐渡直営直売所
新鮮空間よらんか舎

や

直売所

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

住　　所／佐渡市千種68番地1
　　　　　Ａコープ金井店内
電話番号／0259-63-3538

下の●に数字を入れると、曲のタイトルが完成します。
①～④に入る数字を全部足すと数字の合計はいくつになる
でしょう。

JASS●

佐渡
病院

至畑野

至新穂

至佐和
田

至両津

足していくつ？
応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで

●ＦＡＸ 025-385-7755

●ｅ-mail　kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

クイズの答え ①＋②＋③＋④=

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

●①あずさ●号（狩人）

●②だんご●兄弟（速水けんたろう・茂森あゆみ）

●④2億●千万の瞳（郷ひろみ)

●③港町●●番地（美空ひばり)　

　
組
合
で
は
広
報
紙
11
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
、
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
を
利
用
し
た
水
稲
共
同

防
除
散
布
料
金
に
つ
い
て
、
農
業
保
険
（
水
稲
共
済
ま
た
は
、

収
入
保
険
）
未
加
入
者
の
方
か
ら
散
布
面
積
10
ａ
当
た
り

２
０
０
円
の
追
加
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、防
除
に
か
か
る
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
導
入
や
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
等
の
経
費
を
共
済
金
の
支
払
い
財
源

と
な
る
積
立
金
を
取
崩
し
充
当
し
て
お
り
、
農
業
保
険
加
入

者
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
で
す
。

　
皆
様
か
ら
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域
の
水
稲
共

同
防
除
体
制
の
維
持
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

共
同
防
除
の
負
担
金
に
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す

農
業
保
険（
水
稲
共
済
ま
た
は
、収
入
保
険
）

未
加
入
の
方
へ

N
O
S
A
I

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

N
O
S
A
I

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
対
象
防
除
は
】

　
令
和
４
年
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
新
潟
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

　
す
る
水
稲
共
同
防
除

【
負
担
い
た
だ
く
方
は
】

　
農
業
保
険
（
水
稲
共
済
ま
た
は
、
収
入
保
険
）
未
加
入
者

【
負
担
額
は
】

　
散
布
料
金
＋
散
布
面
積
10
ａ
当
た
り
２
０
０
円
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農機具事故を防ぎましょう・・・・・・・・P4～
損害評価結果のお知らせ・・・・・・・・・・P8～
畑作物共済に加入しましょう・・・・・P11

新潟県農業共済組合広報紙

2022.4
AprilNo.5

収入保険「加入者の声」  P3

に い が た

1 【具材】

1 【具材】

材 料（５合分）

•ニンジン………中1/2本
•ゴボウ…………中1/2本
•ひじき…………1/3袋
•焼きちくわ……1/2本
•干しシイタケ…2枚
•しょうゆ、酒、みりん、砂糖を適量

2 【おこわ】

2 【おこわ】

•もち米……5合
•栗…………300g（剥いたもの）
•酒…………大さじ4
•しょうゆ…大さじ2
•みりん……大さじ4

①ニンジン、ゴボウは千切り、ちくわは薄切りにする。干しシイタケとひじきは水で戻し、ざるに上げて水を切っ
ておく。

②サラダ油を敷いた鍋にゴボウ、シイタケ、ちくわ、ひじきの順に入れて柔らかくなるまで炒める。砂糖、酒、しょ
うゆで煮詰め、やや濃いめに味を整える。

③ニンジンは同様にサラダ油を敷いた鍋で柔らかくなるまで炒め、砂糖、塩で味を整える。ニンジンは他の具と
一緒に炒めてもいいが、別に炒めることで色が鮮やかになる。

①もち米は洗い、前日から水に浸しておく（約８時間）。
②剥き栗は、1.5㎝角ほどに刻む。
③水をよく切ったもち米と栗を混ぜ、蒸し器に入れ40分ほど蒸す。
④蒸しあがったもち米と栗をボウルなどにあけて、具とその煮汁、
　しょうゆ、酒、みりんを混ぜ込む。
⑤さらに15分ほど蒸す。
⑥蒸し上がったらボウルにあけ、ほぐす。うちわで扇ぎながら
　ほぐすとツヤが出る。器に盛って完成。

作り方

お
ア
レ
ン
ジ
い
ろ
い
ろ

い
し
い
一
皿

栗
五
目
お
こ
わ

ノーサイくん

火傷をしないよう
ゴム手袋は厚手の
ものを

伊 

比

　絹 

子
さ
ん

柏
崎
市
西
山
町

　栗
は
冷
凍
し
て
お
い

た
も
の
を
使
い
ま
し

た
。
く
ち
な
し
の
実
と

一
緒
に
茹
で
て
お
く
と

彩
り
が
よ
く
な
り
ま
す

よ
。
ま
た
具
材
の
シ
イ

タ
ケ
を
舞
茸
に
代
え
た

り
、
お
子
さ
ん
の
お
祝

い
の
時
は
、
う
ず
ら
の

卵
を
混
ぜ
込
ん
だ
り
、

お
好
み
で
ア
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
春

は
具
材
に
山
菜
を
入
れ

る
の
も
お
す
す
め
で

す
。　味

の
好
み
は
人
そ
れ

ぞ
れ
。
何
度
も
作
っ
て

み
て
、
自
分
好
み
の
味

付
け
を
究
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

紹
介
者
は

もち米はしゃもじだけで混ぜるとダマになりや
すく、味が均一になりません。厚手のゴム手
袋を使い、具を潰さないように優しく混ぜます。

ポイント


